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あらまし Twtitterや Facebookに代表される SNSが果たす機能の一つに「人間関係の維持発展」がある．しかし，

既存の SNSは主に明示的で静的な人間関係のみを取り扱っており，現実空間で知らず知らずのうちに形成される暗黙

的で動的な関係における人間関係は扱われていない．我々は，地域社会の人々が互いに暗黙的関係を認識できること

が，地域社会における安心・安全の構築に重要であると考えている．そこで，地域で清掃活動を行う人物と，その活

動の恩恵を受ける人物の間に存在する利益的社会関係の認識を支援するための SNSを提案する．本論文では，提案す

る SNSにおける受益者の暗黙的なフィードバック情報を可視化することで，貢献者の活動を支援するための情報配信

手法を提案し，実証的に本手法の有効性を明らかにする．プロトタイプを利用した被験者実験を行い，多くの貢献者

は提示された暗黙的フィードバック情報と自身の貢献活動に関連性を見出し，ポジティブな感情を抱くことが明らか

になった．　
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図 1 地域コミュニティにおける明示的関係と暗黙的関係

1. は じ め に

現在，多くの人々が SNS (Social Networking Service)をコ

ミュニケーションや情報取得の目的で利用している．Twitter

や Facebook に代表される SNS では，ユーザは著名人，趣味

嗜好の合う人々, 知人や友人，家族などをフォローすることで，

彼らが発信する情報から自分にとって有益な情報を取得するこ

とが可能である．これらの SNS で形成される人間関係は，特

定の人物間で意識的に情報のやりとりが行われるという意味で，

明示的な関係である．さらに，この関係性はユーザがフォロー

関係を変更しない限り，その関係性が維持されるという点で静

的な関係性であるということができる．

図 2 公園で発生している利益的社会関係

一方で，図１に示すような，地域社会全体での人間関係に目

を向けたとき，人々は既存の人間関係だけではなく，日々の生

活の中で自分自身が気づいていないうちに多くの人々と関わり

あっていると考えられる．Putnum [6] に端を発するソーシャ

ル・キャピタル論では，地域内の見知らぬ人への信頼である「一

般的信頼」が地域社会の協働を促進する要素として重要視され

ている．もし多くの人々が暗黙的人間関係を認識し，関係の認

識がお互いにとって有益であるならば，それはその人の地域の

見知らぬ人々への信頼感を深めることにつながり，安心・安全

感の醸成に寄与したり，地域の協働を促進することが期待でき

る．そこで本研究では暗黙的な人間関係に着目し，その関係に

基づき有益な情報を互いに配信するための SNSを提案する．

例えば，図２に示すように，地域の公園を清掃したボラン

ティアと，その公園の利用者には「間接的に恩恵を与えた / 受



けた」という影響関係が成立している．間接的な影響関係はお

互いの意識を介さず形成されているため，我々は通常その関係

を認識することはできない．このような実空間での間接的な

影響関係の中でも，特にその関係性を認識することが相互に

とって有益となるような関係性を，本研究では利益的社会関係

(BSR, Beneficial Social Relation)と呼ぶ．

地域社会の人々が BSRを認識できることは地域の安心・安

全を実現するためにも重要であると考えられる．現在，社会

学におけるソーシャル・キャピタルに関する研究分野では，互

酬性の意識や地域での見知らぬ人々に対する信頼感が，地域コ

ミュニティの安心・安全に寄与するという研究成果が得られて

いる [6] [5]．

我々はこれらの研究成果に基づいて，地域で形成される BSR

を相互に認識可能にして, それぞれの人々に対して有益な情報

を配信することで，今まで見えなかった地域内での暗黙的関係

性をポジティブに意識することができ，結果的に地域の人々の

協働を促進したり，人々の地域に対する安心・安全感の醸成に

繋がることが期待できると考えた．

しかし，BSRは暗黙的関係であり，既存の SNSはあくまで

も明示的な関係性を持つ人々同士による情報交換のみをサポー

トしているため，暗黙的関係を取り扱うことは困難である．そ

こで，BSRを自動的に検出し，相互に有益な情報を配信するた

めの SNSを開発することが本研究の目的である．

本研究では貢献活動 を，物理的に行われるボランティア活

動であり，その活動がモノや場所を介して間接的に他の人々に

影響するものと定義する．例えば，清掃活動や花の水やり，駐

輪場の整理などは本研究で扱う貢献活動である．一方で，図書

館での読み聞かせや身寄りの無いお年寄りの話し相手をする活

動など直接的に人々に影響を与える行動は対象としない．実世

界において貢献活動を行う人々は貢献者 と呼び，この貢献者の

貢献活動から影響を受ける人々を受益者と呼ぶ．

図２の例のように，実世界での貢献者と，受益者の間には

BSRが存在していると考える事ができる．本研究では，この地

域貢献活動によって動的に発生する BSRを取り扱い，これら

の関係性において各々のユーザに有益な情報を送信するための

手法を提案する．

我々はこれまでの研究において [3,4]，ユーザの生活圏に基い

て受益者を決定して貢献情報を配信する手法を提案し，プロト

タイプを利用した被験者実験の結果，提案手法を適用した場合

にユーザは受信した貢献情報に価値や主観的な嬉しさを感じる

傾向が存在することを明らかにした．この結果は，提案手法が

貢献活動に基づく BSRの推定が適切に行えていることを示し

ている．しかし，この関係性において，受益者が貢献者に返す

好意的フィードバック情報が実際に貢献者にとって有益かどう

かは明らかでない．さらに，好意的フィードバック情報はユー

ザの「いいね！ボタンを押す」などの明示的な行動によっての

み作り出されるために，それらの行動が起こらなかった場合に

は貢献者にはいかなるフィードバックも配信されない，という

問題がある．そこで本論文では，明示的なフィードバックを利

用せずに貢献者に対する効果的な情報配信を行う手法を提案し，

その有効性を検証した．プロトタイプを利用した貢献者に対す

る被験者実験の結果，貢献者は提示された暗黙的フィードバッ

ク情報と自身の貢献活動に関連性を見出し，ポジティブな感情

を抱くことが明らかになった．

2. 関 連 研 究

近年では，SNSを利用して，特定のトピックについてユーザ

に有益な情報を提供するシステムに関する研究が多数存在して

いる．また，本章では提案システムの目的に関連する，地域貢

献活動を支援するシステムと本研究の関係を述べる．

2. 1 アドホックな関係を形成する情報取得手法

SNSを利用して，実空間上のトピックやイベントなどについ

ての有益な情報を持つユーザにアドホックな関係を構築し，そ

こから情報を取得するシステムに関しての研究が行われている．

Liu [1]らは，マイクロブログを利用して，不特定多数の「今，

その場所にいる見知らぬ人々」に対して質問が可能な位置情報

ベースの実時間 QAサービスである moboQを開発している．

田島ら [8]は実時間で行われているイベントに関して有益な

情報を提供するユーザを「レポータ」として選出し，動的に

SNS 上のフォローネットワークを再構成するアドホックフォ

ローネットワークの自動構成手法を提案している．

位置情報ベースでのアドホックな関係を利用したサービスと

して，Drop Message [9] が提案されている．このサービスは

特定の地理的範囲にいる友人にメッセージを送信することでコ

ミュニケーションを図ることができる SNSである．

上記のシステムと，我々が提案するシステムでは，アドホッ

クな関係に対するアプローチが異なっている．つまり，上記の

システムではユーザの明示的要求に合わせてシステムが動的に

アドホックな関係を生成・再構成するのに対して，我々が提案

するシステムでは，ユーザが意識しない暗黙的影響関係を認識

可能にして，動的に情報の経路を設定するという点で異なる．

2. 2 ソーシャルメディアを活用した協働の支援

これまでにも，ソーシャルメディアを活用して協働や，社会

貢献活動を持続的に続けられるようにするための様々な試みが

行われている．まず，現行の社会貢献活動を支援するサービス

として，人的マッチングに主軸を置いたものが多く存在する．

Volunteer Platform [13]は世界中のボランティア人材をスカ

ウトしたい団体と，ボランティア活動をしたい個人とをマッチ

ングするためのサービスである．このサービスは，実際に活動

した後に支援者と募集者の間でお礼や評価のフィードバックを

行うことができるという特色がある．

collavol [15]はオンライン上で「時間を寄付する」という形

で社会貢献活動を行うことのできるソーシャル・ボランティア・

プラットフォームである．このプラットフォームは，本来であ

れば成果を認識し難い内容のボランティア活動でも，活動内容

を時給換算してユーザに示すことで，活動の価値・成果の把握

を容易にしている．これらのサービスは，あくまでも登録情報

に基づきボランティアとボランティア募集者のマッチングを支

援するシステムである．

個人や集団での自発的なボランティア活動を支援するサービ



図 3 提案システムの利用スキーム

スとしては，Pirika [11] がある．このサービスは「世界中から

落ちているゴミをなくすこと」を目指して開発されたソーシャ

ルゴミ拾いプラットフォームである．持続的な活動を支援する

動機付けが効果的に取り入れられており，ユーザはスマート

フォン上からゴミを拾った時の写真を投稿することで，ほかの

ユーザからの感謝を受け取ることができるだけでなく，拾った

ゴミの位置や量・種類の情報などの多くのフィードバックを得

ることができる．Pirikaと我々の提案するシステムでは，次の

点で異なる．Pirikaにおいては貢献活動を行うユーザ（つまり，

貢献者）同士での動機付けに特化しているが，我々ので取り扱

われる関係性は貢献者と受益者という２つの立場のユーザ間で

の影響関係であり，貢献者同士の関係性ではない．

Sakamoto ら [2] の Micro-Crowdfunding は，Kickstarter

[10]などに代表されるクラウドファンディングのメカニズムと

地域通貨のアイデアをコミュニティの共有資源の維持のための

活動に適用している．このシステムは，ミッションと呼ばれる

コミュニティの持続可能性を維持するタスクの実行を促進する．

このシステムを利用することで，ミッションを企画するユーザ，

ミッションに賛同して投資するユーザ，そしてミッションを実

行するユーザがそれぞれ役割を遂行できる．このシステムで

は，事前にミッションの実行者に投資を行い，実際に実行者が

共有資源にアクセスするという性質上，ミッションが達成され

る前提としてコミュニティ内での既存の関係，および事前にあ

る程度の信頼関係が形成されていることが必要と考えられるが，

我々のアプローチではそのような制約は無く，見知らぬ人々の

間においても機能するものを目指す．

3. 暗黙的影響関係に基づいた SNS

我々は，貢献活動が行われる際には，暗黙的影響関係として

の BSRが発生しているとみなし，情報システムによって本来

認識できなかったつながりをユーザに認識させ，両者にとって

有益な情報を提示することのできる SNSを提案する．本章で

は，提案 SNSのスキームおよび本研究で着目する課題につい

て述べる．

3. 1 提案システムのスキーム

図 3にユーザと提案 SNSとのインタラクションスキームを

示す．提案システムにおけるユーザの役割は，貢献者と受益者

の二種類がある．この役割は排他的ものではなく，ユーザは貢

献者，受益者の両方の役割を担うことも可能である．以下に，

本システムを利用するプロセスを示す．

（ 1） 貢献者は，実空間上のモノや場所に対して清掃活動等

の貢献活動を実施する．

（ 2） 貢献者は提案システムに対して貢献情報（貢献者が

行った活動に関する情報）を登録する．

（ 3） システムは受益者と貢献者の間の BSRを推定する．

（ 4） 提案システムは，形成された関係に基づいて，受益者

に貢献情報を配信する．

（ 5） 受益者は，明示的に好意的フィードバックとしての影

響情報を返すことができる．

（ 6） 提案システムを介して，貢献者に対して影響情報が伝

達する．

　受益者が貢献者に対して送信するフィードバック情報とし

て，明示的なフィードバック情報と暗黙的なフィードバック情

報がある．明示的なフィードバック情報は，ユーザが自発的に

「いいね」ボタンを押すなどの明確な意思をもって行うことに

より生成される情報である．

　暗黙的なフィードバック情報とは，ユーザの意思に関係な

く存在する情報である．例えば，受益者の影響を受けた数やそ

の位置情報などは暗黙的なフィードバック情報情報である．

上記のプロセスにより，提案システムは貢献者・受益者双方

に有益な情報を提供する．

このような情報のやりとりによって，貢献者，受益者それぞ

れにとって次のような効用をもたらすことを目指す．

（ 1） 受益者が，貢献者の存在および貢献の影響を受けてい

ることを認識可能になる．これにより受益者が嬉しさを感じた

り，地域に対する信頼・愛着感を深められる．

（ 2） 貢献者が，自身の活動の影響を認識できるようになる．

この影響に関する情報（影響情報）は，貢献者の行動に社会的

意味付けを明確に与え，貢献者の活動モチベーションを高めら

れる．

3. 2 受益者への貢献情報の配信

受益者として貢献情報を受信したユーザが情報に価値を感じ

られるようにするため，受益者の推定および貢献情報の配信

は，貢献情報の配信実験 [4]で得られた結果に基づき，各ユー

ザの生活圏情報に基いて行う．ユーザの生活圏情報を取得する

ための方法として，ユーザの地理的な滞在地点とその存在時

間を利用する．まず，受益者のそれぞれの滞在地点は四分の一

地域メッシュ（一辺約 250m）に集約する．そして，すべての

メッシュが持つ存在時間をデータの計測期間で正規化したもの

をメッシュのスコアとして用いて，生活圏情報とする．



図 4 ユーザの生活圏情報の例

図 4 に本手法を用いてメッシュ別存在時間を視覚化した例

を示す．この図は，ある被験者の３日間の期間内におけるメッ

シュ別存在時間であり，ユーザの存在時間が長くなるほど，メッ

シュの色が濃くなるように表現されている．

提案 SNS に登録される貢献情報はそれぞれが緯度，経度の

位置情報を持ち，特定のメッシュに属している．ユーザの生活

圏内で行われた貢献情報が登録された場合，システムはユーザ

をその貢献情報の受益者であると推定する．メッシュのスコア

が高い場所で行われた貢献情報から優先的に，受益者に対して

貢献情報を配信する．

3. 3 貢献者への影響情報の提示

貢献者の立場からは，その影響を受けた人々から好意的な

フィードバックが得られることは望ましいことであると考えら

れる．Tsukamoto [7]らによるボランティア行為者に対するア

ンケート調査の結果では，環境保護運動という間接的貢献にお

けるボランティア活動の動機づけについて，「人に喜んでもら

えること」が「極めて高い動機」としてあげられている．貢献

者の立場からは，受益者の意思を感じ取ることの出来る明示

的フィードバック情報のほうが有益性が高いと考えられるが，

明示的フィードバックの情報は，受益者が意図して特定のアク

ションを取らなければ生成されないため，これらの情報が継続

的に貢献者に配信できるかどうかは受益者の行動に依存してし

まう．仮に受益者が明示的フィードバックを返さなければ，貢

献者はフィードバック情報も得ることができないという問題が

生じる．この問題は，十分なユーザ数が確保できていない初期

状態の SNSにおいては，特に顕著に起るものと思われる．

一方で，暗黙的なフィードバック情報は，受益者が存在して

いれば受益者の自発的アクション無しに情報を利用できるた

め，比較的安定してフィードバック情報を貢献者に供給可能で

あることが期待される．しかし，貢献者は実際に暗黙的フィー

ドバック情報に影響情報としての価値を感じるかどうかは明ら

かになっていない．そこで本研究では，上記の仮説を検証する

ために，受益者を外部 SNS から取得して暗黙的フィードバッ

ク情報として可視化手法を使い貢献者に提示するアプローチを

提案する．
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図 5 位置情報付きツイートを利用した受益者の推定例

4. アプローチ

4. 1 影響情報の価値判断に関する仮説

我々は，受益者の数とその空間的広がりを知ることで，自分

の活動を高く感じられるようになるという仮説を立てた．ここ

でいう受益者の空間的広がりとは，貢献の影響を受けた人々が

様々な場所へ移動してゆくことを表現している．自分の行った

貢献の恩恵が各地に拡散してゆくイメージを貢献者に持たせる

ことで，より貢献の価値が高まると考えた．これらの２点を同

時に表現できるのが地図上での可視化手法であると考えられる．

以下に，可視化表現を行うためのアプローチを示す．

4. 2 受益者の推定と広がりを表現するための移動先決定

フィードバック情報を収集するにあたって，まず貢献活動に

対する受益者の推定を行う．前述したとおり本 SNS での実際

のユーザ数が少ない状態で受益者の情報を収集することは困難

であるため，Twitter上の位置情報付きツイートを投稿してい

るユーザを利用して受益者として，貢献活動が行われた時点よ

り以降に呟いた貢献活動地点の付近のユーザを受益者として推

定し，受益者の位置情報を継続的に収集した．Twitterを利用

した理由は API が一般公開されておりデータの取得が容易で

あること，その割合は非常に少ないものの，数ある SNSの中

では位置情報付き投稿が安定して投稿されることが期待できる，

などの点があげられる．

いま，位置情報付きツイート tw を以下のように定義する．

tw = (u, t, loc) (1)

ここで u はユーザ，t は投稿時刻，loc は位置を表し，緯度と

経度の組として表現される．loc(tw) はツイート tw が投稿さ

れた位置を表す．また，TW (u, t1, t2) は，時間区間 [t1, t2] に

おいてユーザ uが投稿した位置情報付きツイート集合を表し，

d(loc1, loc2)は２つの地点 loc1と loc2の距離を表す．このとき，

時間区間 [t1, t2]における貢献 cに対する受益者集合B(c, t1, t2)

を以下のように定義する．



B(c, t1, t2) = {u|d(loc(tw), c) <= α, tw ∈ TW (u, t1, t2)}
(2)

ここで α は，範囲を表すパラメータである．受益者 u ∈
B(c, t1, t2) による影響の広がりを表現するための移動先

dest(u, c, t1, t2)は以下のように定義される．

dest(u, c, t1, t2) = {argmax
loc

d(loc, c)|tw ∈ TW (u, t1, t2),

loc := loc(tw)}

(3)

例えば，図 5 に示す例では，時間区間 [0, 4] において

dest(u, c, t1, t2) = loc(tw2)となる．

4. 3 影響力による貢献のライフスパン決定と受益者への影

響の定量化

本節では，より適切な影響情報を生成するために，それぞれ

の貢献活動がどれだけ人々に影響を与え続けるかという問題に

ついて検討する．通常の清掃活動であれば，その恩恵が際限な

く影響を与え続けるとは一般的に考え難いため，ある貢献がい

つまで人々に影響する貢献情報のライフスパンを定義する必要

がある．

そこで我々は，貢献自体が「影響力」を持っていると仮定し

て，受益者が恩恵を受けるなどの様々な要因で影響力を失って

いき，最終的に受益者に対する影響力は無くなっていく，とい

うライフスパンのモデルを考えた．

清掃活動などの貢献活動の恩恵は事実上永続するものではな

く，時間によってその恩恵は失われてゆくと考えることができ

る（経時による影響力の減少）．

また，貢献活動に関して実際にそこで受益している人がいた

場合，その恩恵は何らか受益者に対して伝播し，その分の影

響力が減少していると考える事ができる (伝播による影響力の

減少）．

本研究においては，「貢献活動の影響力」の概念を扱い，この

ように劣化した貢献は「当初持っていた影響力を失った」と考

えることとする．また，影響力が完全に消尽した貢献はシステ

ム内から消去される．このように貢献のライフスパンを設定す

ることで，システム内に同一の貢献情報が長期滞留することに

よる弊害を防ぐことができる．

また，受益者に対して影響力が伝播するように考えることで，

受益者がどれだけの影響を受けたかを定量的に決定することが

できる．

経時による影響力の減少は，次の式で表現する．

temporalDecay(t) =
(1
2

) t
T (4)

tは貢献活動が行われてからの経過時間である．パラメータ T

は貢献力の半減期を表す．図 6 に T = 72 の場合のグラフを

示す．

受益者に伝播する影響力は，受益者の地点と貢献が行われた

地点の距離で決定されると仮定して，正規分布を表す次の式で

表現する．
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図 6 temporalDecay(t) による影響力の経時減少 (T=72)
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図 7 spacialDecay(d) による影響力の伝播減少 (σ = 2,μ = 0)

spacialDecay(d) =
1√
2πσ2

exp
(
− (d− µ)2

2σ2

)
(5)

dは受益者の地点と貢献が行われた地点間の距離である．実際

にはこの式は spacialDecay(µ) = 1 となるように正規化して

利用する．図 7に正規化された ω = 2, µ = 0 の場合のグラフ

を示す．

ある貢献活動に対して新たに受益者が追加された場合は，こ

れらの式を使い，その時点で以下の手順で影響力を再計算する．

Algorithm 1 貢献情報の影響力
I ⇐ 影響力の初期値

E ⇐ 現在の影響力

U ⇐ spacialDecay(d)

C ⇐ I × (1− temporalDecay(t))

if E >= 0 then

if I − (U + C) > 0 then

E ⇐ I − (U + C)

else

E ⇐ 0

end if

end if

4. 4 影響情報の可視化（影響マップ）

図５のように受益者の地点を光源にして地図上にプロットし，



図 8 影響情報の可視化の一例
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図 9 プロトタイプシステムにおける影響情報の生成プロセス

ユーザの移動に合わせて光が広がるアニメーションをさせる可

視化表現を行う．より影響を受けた受益者であるほど，大きな

光として表示される．貢献の恩恵が各地に広がっていく様子は，

各受益者の光源を式 (3)で定義した位置に向かって拡散してゆ

くアニメーションを用いて表現する．

5. プロトタイプシステム

貢献者がシステムにより配信された影響情報をどのように評

価するかは，実証的な枠組みの中で検証されることが重要であ

る．そこで，貢献者が実際に清掃活動を登録し，その影響情報

を受信・閲覧する機能を持つプロトタイプシステムを設計した．

5. 1 システムの設計と利用プロセス

図 9にプロトタイプシステムにおける影響情報の生成プロセ

スを示す．本システムは受益者推定モジュール，影響力算出モ

ジュール，影響情報モジュールの３つのコンポーネントから構

成されている．ユーザが貢献情報を登録すると，受益者推定モ

ジュールは Twitter APIを利用してクエリを発行して，最近貢

献活動が行われた近隣で呟いたユーザを収集する．このユーザ

群を受益者の情報として，影響力算出モジュールに送る．この

モジュールは貢献情報や受益者がその時点で持つ影響力を計算

する．計算後に送られる情報を元に影響情報モジュールは可視

図 10 プロトタイプシステム上の貢献位置登録インターフェース

図 11 プロトタイプシステム上の貢献情報登録インターフェース

化処理を行いユーザに影響情報として提示する．

プロトタイプ上では，貢献情報の登録及び影響マップを閲覧

可能にするクライアントを用意した．ユーザが貢献活動を行っ

たあとに現地で活動を登録できることが望ましいため，PCだ

けでなくスマートフォン上でも操作することができるように

HTML5 技術を用いて実装されている．ユーザは通常の SNS

のように，各自のアカウントを使ってログインし，各機能を利

用する．

5. 1. 1 貢献情報の登録インターフェース

図 10および図 11にプロトタイプにおける貢献情報の登録イ

ンターフェースを示す．貢献者は，清掃活動を行った後，自身

の貢献活動の内容をスマートフォン等で撮影して，これらのイ

ンターフェースを介してシステムに情報を登録する．



図 12 プロトタイプシステム上の影響情報の閲覧インターフェース

5. 1. 2 影響情報の閲覧インターフェース

ユーザは自身の貢献に対する影響情報を各貢献ごとに図 12

のように確認することができる．この画面では，上記の手法を

適用した影響マップと，現在の貢献活動が持っている影響力，

影響を及ぼしたユーザ数が表示される．

6. 評 価 実 験

6. 1 実 験 方 法

提案する可視化手法が貢献者の支援に有効かを検証するため

に，プロトタイプによる被験者実験を行った．それぞれの被験

者は任意の場所で清掃活動を行った後，貢献情報をシステム上

に登録した．システムは，貢献活動の影響力が０になった時点

で eメールで貢献者に通知を行う．被験者は eメールに添付さ

れたリンクからシステムが生成した影響情報を閲覧し，主観評

価によるアンケートに回答した．

可視化手法における影響マップは，明示的なフィードバック

情報が無い場合に，補完的に貢献者の貢献活動の社会に対する

意味付けを行い，貢献者を支援するものである．したがって，

本システムにおける影響マップの主な目的は貢献者が関連を意

識し，ポジティブな気持ちを感じられるよう支援することであ

る．貢献者の支援は，段階的に実現するものと考えられる．最

初の段階として考えられるのは，影響マップに自身の活動との

関連性を感じる，ということである．この関連性を感じること

ではじめて，影響情報に対してポジティブな感情を抱くことが

できるものと思われる．また，貢献者が十分に貢献活動に価値

を感じていれば，実際の貢献活動を誘発することもできると思

われる．

被験者グループは，可視化された影響マップを提示する可視

化手法グループと，影響マップを提示せずに貢献を受けたユー

ザ数のみを提示するテキスト手法グループに分け，それぞれに

影響情報を提示した．被験者は普段ボランティア活動等に従事

していない２０代の男女 12名で，可視化手法グループは 6名，

テキスト手法グループ 6名である．

なおこの実験においては，影響力の計算に関して経験的に

temporalDecay(d)のパラメータを T = 72，spacialDecay(d)

のパラメータを µ = 0, σ = 2.0としており，受益者を推定する

1

2

3

4

5

6

Q1 Q2 Q3
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図 13 主観評価による被験者の回答結果

ための半径は α = 500(m)としている．また，本実験において

は，貢献者が感じる暗黙的フィードバック情報への価値を検証

するため，「いいね」等の明示的なフィードバック情報は貢献者

に配信を行わなかった．

6. 2 実験結果と考察

被験者の主観評価では，次の質問群を用意した．本アンケー

ト調査では，6段階 (「1:全くそう思わない」「2:そう思わない」

「3:どちらか言うとそう思わない」「4:どちらかというとそう思

う」「5:そう思う」「6:そう思う」)のリッカート尺度を用いた回

答欄を設け，被験者のそれぞれの質問に対する評価値として用

いた．５段階階にせず，偶数のスケールにした理由は，被験者

の価値判断において「どちらでもない」という不明確な回答を

避けるためである．質問群を下記に示す.

質問群を下記に示す．

Q1: 影響情報を見て，自分の活動が他者に影響していることが

実感できる

Q2: 影響情報を見て，ポジティブな気持ちになることができる

Q3: 影響情報は，清掃活動をする上でのモチベーションになる

図 6. 2に，それぞれの質問に対する回答結果を手法ごとの平

均値で表したグラフを示す．すべての結果において可視化手法

の平均値はテキスト手法の平均値を上回っており，可視化手法

が受益者数だけの提示より貢献者にとって有益な情報を示せて

いることがわかる．

• Q1では，可視化手法の回答の平均は 4.667と，高い平

均値を得られた．２群間でマン・ホイットニーの U検定を実施

したところ，検定の結果有意差は確認できなかった (p = 0.057)

ものの，可視化手法はテキスト手法よりも視覚的に訴求する分，

実感として貢献活動の影響をイメージさせやすかったのではな

いかと考えられる．

• Q2では，可視化手法,テキスト手法の二群間に有意差が

認められた (p < 0.05)．これにより，可視化手法を用いること

が貢献者が影響情報を知った時の嬉しさを高めるのに有効であ

ることがわかった．

• Q3では，可視化手法の値はテキスト手法に比べ高いも



のの，各質問の回答の中では最も低くなった (p = 0.058)．実

験後に聞き取ったコメントでは，「自分の活動が知らない人に影

響していることが分かると，やる気が出てくる」という肯定的

な意見もある一方で，４（どちらかと言えばそう思う）の回答

をした被験者の中にも「一回だけの活動では，なんとも言えな

い」という意見や，「視覚的には面白いが実際にモチベーション

になるかどうかは分からない」という意見が聞かれ，今回の可

視化手法が被験者の大きなモチベーションに結びつくわけでは

ないことがわかった．

これらの回答結果から，「いいね」などの明示的フィードバッ

クの無い情報でも，影響情報として可視化することでより高い

価値を感じることがわかった．一方で，今回可視化手法を適用

された中でQ3に対して２（そう思わない）の評価をした被験者

がいたが，この被験者に関しては清掃活動を行った周辺では殆

ど位置情報付きツイートが投稿されておらず，影響マップがあ

まり意味を成していなかった．さらに，それに付随して貢献活

動の影響力がなかなか消費されないので，影響マップが提示さ

れるまでに長い時間がかかってしまったことも評価を下げた原

因と考えられる．過疎地域における影響情報の生成は Twitter

の位置情報付きツイートを収集するだけでは限界があることも

わかった．この点に関しては今後の課題としたい．

7. ま と め

本論文では，実空間での利益的社会関係に基づいて地域の協

働を支援するための新しい SNSにおいて，貢献者が有益と感

じる効率的な影響情報の配信手法を提案した．そして，暗黙的

フィードバック情報の可視化を利用した可視化手法を用いた被

験者実験の結果，貢献者は自身の貢献活動の社会への影響やポ

ジティブさを感じられることが確認できた．これにより，個人

を特定できない暗黙的なフィードバック情報に貢献者が価値を

感じる場合があることが明らかになった．この結果により，提

案 SNSは受益者，貢献者双方に有益な情報を提示できることが

わかり，提案 SNSにおけるスキームの実現可能性が示された．

なお，地域のソーシャル・キャピタルの醸成を支援する，と

いう観点からは，貢献者と受益者が互いに両者の関係性に気

づき，より地域の見知らぬ人々に対する関心や愛着，信頼感を

持てることが重要と考えられる．実験の被験者からは，これま

での実験を通じて，貢献者からは「地域に対する愛着が深まっ

た」，受益者からは「ある場所で誰かがこんな良いことをして

いるのだ，という情報を知れただけでも，私の社会に対する印

象をポジティブなものにした」というコメントが得られた．こ

れらのコメントから，提案 SNS は，地域の見知らぬ人々から

の恩恵や与えた影響を提示することを通して，一般的信頼や互

酬性の規範を向上させ，地域のソーシャル・キャピタルを醸成

する可能性があると考えられる．

今後の課題としては，貢献者に情報の有益さを感じさせるだ

けではなく，貢献活動の持続的な支援のために有効な動機付け

を行うことが考えられる．暗黙的なフィードバック情報だけを

用いるのは貢献活動の動機付けという視点では限界があるため，

貢献活動の影響を受けた見知らぬ他者の振る舞いがゲーム世界

に影響するようなメカニクスを導入することで，受益者と貢献

者の間接的な協働を実現し，継続的な貢献活動を誘発するため

の，ゲーミフィケーションの導入も検討したい．
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